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１．はじめに　

　建築の内外で熱的な不快を感じることは間々ある。

大抵このような時は「不快でない」状態にするために

何らかの調整行動が取られる。しかし行動が現れるか

否かは個人の「住みこなし」のレベルによって異なる。

筆者らは「いま何℃か？」「この後、何℃になるか？」

などの、住まい手自らの熱環境（空間の温度）に対す

る意識や想像・予測力が「住みこなし」の起点になる

のではないかと予想している。

　これまでヒトの想像温度の研究では、熱的な不快度

や調整行動が想像温度の高低に現れ
1）、その関係には

地域性・季節性があること
2）、さらに想像温度が気象

情報（記憶・経験温度）の影響を受けて形成されるこ

とがわかっている
3）。以上の知見は、ヒトの認知・行

動のモデル化に関する筆者らとは別グループの研究成

果
4）と対応する。よって想像温度は、熱環境の新たな

評価尺度の一つになり得ると考えられる。

　本研究では、「住みこなし」に必要とされる熱環境に

対する意識や想像力を「温度想像力」と定義した。本

報の前半では認知・行動のモデルの研究を参照し、想

像温度を考察する。後半は、国内外での夏季の「温度

想像力」に着目した調査結果を考察する。なお、本研

究の「温度想像力」の評価では、実際の空気温度に想

像温度が概ね近いか否かを判断材料とした。

２．想像温度と認知・行動モデル

　羽根・藤井らはヒトの認知・行動のモデルの研究を

1990 年前後に発表した。当時の認知科学の知見「環境

に対する人間の行動が、刺激の総和に対して生起する

のではなく、認知された環境イメージに対して生起す

ること」を引用し、環境から入力を受けて行動を出力

するまでの流れをモデル化した
4）。このモデルの特徴

は「実在的環境」と「意味的環境」を分けた点にある。

　「実在的環境」とは、ヒトの周囲の物理環境で、人体

には光や熱、音などの刺激が入る。「意味的環境」と

は、大脳皮質にある「記憶・経験」のデータベースで、

「実在的環境」からの刺激を瞬時に認知処理する際に判

断する「情報集積庫」である。ここは熱環境であれば、

暑さ・寒さ、快・不快の記憶、記憶・経験温度などの

情報が日々更新され、蓄積されると考えられる。寒暑

感や乾湿感、快・不快、想像温度は「実在的環境」か

らの刺激による伝達情報に加えて、「意味的環境」にあ

る記憶・経験情報が統合されたものと解釈できる
3）。

３．温度想像力と夏の住みこなし

　筆者らは、2019 年 9 月にベトナム・ハノイ郊外の農

家の熱環境を調査した。19 世紀以前に建てられた母屋

は北向開口で、日中の外気温湿度：35℃・55％、室内

は 30 ～ 33℃・60％、全員が通風と扇風機（天井扇）

で過ごしていた。図１は、6 世帯 12 名の近傍グローブ

温度と想像温度を快・不快別に示したものである
5）。快・

不快に関係なくグローブ温度は33～35℃である。一方、

想像温度は「快適」29 ～ 32℃、「不快ではない」30 ～

35℃、　「不快」32 ～ 34℃で、想像温度が高いほど「不

快」になる。「快適」の想像温度帯はグローブ温度より

最大で 3.5℃低い。「快適」とされた場所は、扇風機か

らの気流（0.2 ～ 0.5m/s、乱れの強さ 0.6 ～ 0.7）が得ら

れる所で、ベトナム特有の「住みこなし」が現れていた。

　気温 30 ～ 33℃ に対して想像温度 29 ～ 34℃（実際

の空気温度≒想像温度）なので、住まい手は「実在的

環境」を概ね把握し、「温度想像力」を備えていると評

価できる。さらに「快適」申告時にグローブ温度より

も最大 3.5℃低い温度を想像したことは、扇風機（天

井扇）からの風が心地よいとする、記憶・経験による「意

味的環境」の影響が加わったと解釈できる。

　以上より、夏季の通風環境下での「住みこなし」の

条件は、住まい手が、1）「温度想像力」を備えている

こと、2）実際の空気温度（グローブ温度）＞想像温度

となる場所（時）を選ぶことが挙げられる。

図１ ベトナムでの快・不快別のグローブ温度・想像温度 5）
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　次に、冷房環境下での「住みこなし」の条件を考察

するために、2019 年 7 ～ 8 月に札幌・福山・熊本で被

験者（各 4 名）に 5 日間の冷房室実験をした。設定温

度は 29℃（前半 1, 2 日目）、25℃（後半 3 ～ 5 日目）で、

29℃は「あまり快適ではない」、25℃は「快適」な状

態を想定した。被験者には温度情報を示さずに、毎日

1 回、想像温度の回答後、温度計の示度の記録を繰り

返してもらった。

　図２は 3 地域の外気温と想像外気温、図３は実際室

温と想像温度である。札幌は外気温と想像外気温が概

ね対応しているが、福山・熊本はあまり対応していない。

札幌の被験者は福山・熊本より冷房室で過ごす時間が

短い（通風室で過ごす時間が長い）影響と考えられる。

一方、室内では札幌よりも福山・熊本の実際室温と想

像温度が対応している。福山・熊本では冷房室で過ご

す時間が札幌よりも長い影響が表れている。

　図４は、地域に関係なく 29℃設定（前半 1、2 日目）

と 25℃ 設定（後半 3、4 日目）に分けたものである。

実際室温と想像温度の相関は 29℃設定よりも 25℃設

定が大きい。前半から後半にかけて被験者の「温度想

像力」が醸成された可能性があるが、必ずしもその影

響のみとは言い難い。いずれも冷房環境下であるが、

29℃設定は室温 25 ～ 30℃、25℃設定は 23 ～ 25℃で

被験者にとっては 25℃設定の方が普段の冷房室と同じ

熱環境になっていた影響が出ていると考えられる。

　図５は、29℃設定（2 日間）・25℃設定（3 日間）で

の快適感と実際室温・想像温度で、（ ) 内は申告数で

ある。29℃設定では不快側の平均の想像温度が実際室

温を上回り、「どちらでもない」と快適側では両者が逆

になる。29℃設定は冷房環境下であるが、図１で示し

た通風環境下での「住みこなし」の必要条件を満たす

申告が約 70％（=15/21）ある。一方、25℃設定では不

快側はなく、「どちらでもない」と快適側の申告で想像

温度が実際室温を上回っている。25℃設定程度の冷房
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図２　札幌・福山・熊本での外気温と想像外気温 図３　札幌・福山・熊本での実際室温と想像温度
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図４　29℃・25℃設定での実際室温と想像温度
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図５　29℃・25℃設定での快適感と実際室温・想像温度

29℃設定 (2 日間 ,N=21） 25℃設定 (3 日間 ,N=33）

環境下で「不快ではない」・「快適」は、地域に拠らず「想

像温度≧実際室温」で得られる。以上は冷房環境下で

の「住みこなし」の条件の検討材料になると考えられる。
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